
私達が青春時代を過ごした「平成」が歴史となり、

新しい時代「令和」が始まりました。「令和」の意味の

ごとく、希望を持って花咲かせる時代の幕開けとなっ

ているでしょうか。この会報も第１５号の発行を迎え

ました。同窓会員も２１期生（平成３０年度卒業）の

入会を迎え、4,000人を超えることができました。

これも開校当時からの諸先輩方、教職員の方々、

保護者の皆様、地域の方々のおかげです。感謝申し

上げます。さて、今年は３年に１度の同窓会総会・

懇親会（令和元年１２月２９日）が開催されます。

同窓会役員一同、前回以上に盛大に挙行したいと意

気込んでおります。当日は、恩師の先生方も多数出席

してくださる予定です。同級生をはじめ、先輩や後輩

にお声がけいただき、ぜひご参加ください。社会で

活躍する他の同窓生との出会いが、新たな繋がりを

築くきっかけになるでしょう。沢山の同窓生に出会え

ることを楽しみにしております。

それでは同窓会総会・懇親会でお会いしましょう！！

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　
同窓会長　西廻知史（五期生）

同窓会員のみなさん、こんにちは。
ご無沙汰しています。このたび３年ぶりに
近大附属の大阪校から戻ってきました。
前任の前先生から引き継ぎ、校長という
大役を仰せ付かりました。創設からの
20年間、みなさんと一緒に培った近校魂を
持って、精一杯頑張ろうと思いますので、
どうぞよろしくお願いします。
今年は中学校 391 名（男子 226 名、
女 子 165 名）、高 校 生 598 名（男 子
321 名、女子 277 名）合計 989 名で
スタートしました。

Aim for a Higher Level（より高いランク
をめざして） をモットーに「知的好奇心
を育て」「グローバル・リーダーとして
活躍できるようになる」ことを目標と
しています。
本校の生徒は誰もが talent（優れた能力）
と potential（無限の可能性）を持って
います。在籍中に様々な体験をして、
多くのことを学び、２１世紀の国際社会
にはばたいてほしいと考えています。

さて、会長様をはじめ、同窓会員の
みなさんには日頃から物心ともに多大な
ご支援をいただき、深く感謝しています。
校内では先生方を訪ねて来校したみな
さんと先生方が楽しそうに話をしている
姿をよく見かけます。先日行われた
第 23 回近校祭（文化祭）でも、私自身が
同窓生のみなさんから声をかけていた
だいた場面もあり、本当に嬉しく思い
ました。
これからも本校を卒業して良かった、
と思っていただける学校づくりを目指
していきたいと考えています。そのため
にも、ぜひ本校に足を運んでもらい、
懐かしい恩師の先生方とさらに交友を
深め、時にはお力添えをいただければ
幸いです。今後とも「近大東広島」を、
どうぞよろしくお願いいたします。

こんにちは。２１期生の吉岡郭斗と申します。
自分は医学部志望でしたが、断念して夢に違う
方向から向かっていこうと思い、現在、広島大学
理学部物理学科で学生生活を送っています。
大学院のため、四年次の研究所配属のため、また
理学部では一年次に基礎知識を蓄えるので、一番
大変ですが、今も日々学習に励みながらも、
大学のイベントに参加したり、サークルに行ったり
と楽しいことも多く、とても充実しています。

大学では、これまでの学生生活と異なり、自分
から積極的に行動していくことが大事だと実感
しました。やるべきことを教授から言って頂ける
けど、注意などされないので、出席や課題も
自己責任だし、教わることも難しいので自ら
その講義内容を理解しないといけなかったり、
知らないことを自分で調べて学習しないといけ
ないときもあったりするので、不真面目にやって
いると簡単に単位を落としてしまいます。また、
自分から行動していかないと大学で得られるも
のは少ないと思います。大学のイベントやサー
クルなどコミュニケーションの場も飛躍的に
増えてきます。しかし、大学にはとても多くの
情報があるため、努力したぶんだけ成長して
いけます。在校生のみなさんは将来の夢のために
も頑張ってください。



結論からいいます。人生なにがあるか
わかりません。みなさんに大事にして
ほしいのは “人との出会い” です。
私は父親の影響もあり、また運も良く、
医学部へ入学することができました。
医学部の場合、6 年間学生生活があるの
ですが、5年生になると臨床実習といって、
実際の現場に出て、患者さんとコミュ
ニケーションをとったり、教科書では
学べない、医学的なこと・社会的な
ことを勉強する期間を設けられます。
それまでは私はなんとなく家業を継ぐ
ことになるのだろうなと漠然と将来を
考えていました。しかし、実際に様々
な科をローテートするうちに、人生を
変える出会いがありました。
それは腫瘍内科というがんを抗がん剤で
治療する科をローテートしている時の
ことでした。がんという病気は、他の
臓器へ転移している場合、一般的に
治癒が難しく、抗がん剤で進行を抑え、
健康的に長く生きるのが、治療の目標
となります。抗がん剤はよく効く場合
もありますが、残念ながら治療に難渋
する時もあり、状態が徐々に悪くなら
れる方もおられ、これ以上の積極的な
治療は難しいと判断しなければならない
時もあります。常に患者さんが何を
大切にし、今どうしたいのかを最優先
とし、家に帰りたいという希望があれば、
症状を緩和し、在宅医療を導入し帰れる
環境を整えるなど、様々な工夫をこらす
のも仕事の一つです。また患者さん
本人だけでなく、家族のケアも必要です。
そのトータルのケアがとても上手な
先生がおり、その人のもとで指導を
受ける内に、この人のようになりたい
と思う様になりました。おこがましい
かもしれませんが、現在も同じ思いで、
がん患者さんの人生に向き合えるような
医師になるというのが目標です。
　　　　　　　＜１３期生  川中 雄介＞ ＜１３期生  中村 亮太＞


